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岸
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従
来
の
北
上
川
水
運
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
史
研
究
者
に
よ
っ
て
商
品
流
通
の
発
展
と
領
主
的
運
輸
機
構
の
変
質
・
崩
壊
過
程
を
中

心
に
行
わ
れ
て
き
た

T
Y
そ
の
た
め
、
北
上
川
水
運
は
幕
藩
体
制
の
枠
組
の
な
か
で
の
み
把
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
動
向
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
明
治
期
の
北
上
川
水
運
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
研
究
目
的
は
輸
送
物
資
の
年
次
変

黒
沢
尻
河
岸
か
ら
み
た
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
す
〉
O

化
を
分
析
し
黒
沢
尻
河
岸
の
機
能
を
把
え
た
上
で
、

黒
沢
尻
河
岸
を
対
象
と
し
た
の
は
、
藩
政
期
・
明
治
期
を
通
じ
て
、

一
貫
し
て
北
上
川
水
運
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
藩
政
期
に
お
い
て
は
盛
岡
藩
の
江
戸
廻
米
輸
送
の
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
明
治
期
で
は
『
岩
手
県
統

計
書
』
に
著
名
港
津
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

研
究
の
主
眼
は
、
輸
送
物
資
の
年
次
変
化
と
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
ま
ず
明
治
期
北
上
川
水
運
の
機

53 

構
に
つ
い
て
黒
沢
尻
河
岸
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
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明
治
期
北
上
川
水
運
の
機
構

幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
北
上
川
水
運
が
い
か
な
る
状
態
で
あ
っ
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

ほ
〈
じ
よ
う

に
な
る
と
岩
手
組
と
称
す
る
舟
運
会
社
が
組
織
さ
れ
、
や
が
て
岩
手
組
は
北
上
廻
漕
会
社
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

明
治
一
二
年
頃

こ
の
過
程
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
山
田
勲
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ハ
立
。

そ
こ
で
、

山
田
勲
の
論
稿
よ
り
簡
単
に
岩
手
組
と
北
上
廻
漕
会
社
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

岩
手
組
は
、
第
一
国
立
銀
行
盛
岡
支
庖
長
で
あ
っ
た
尾
高
惇
忠
を
中
心
と
し
て
盛
岡
の
紳
商
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
岩
手

組
の
経
営
内
容
な
ど
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
北
上
廻
漕
会
社
の
設
立
は
、
明
治
一
八
年
五
月
に
汽
船
が
石
巻
|
狐
禅
寺
聞
に
就
航
し
た
日

と
さ
れ
て
い
る
。
本
社
を
盛
岡
紺
屋
町
に
置
き
、
資
本
金
一
万
二
千
円
、
株
主
は
殆
ど
盛
岡
市
内
の
商
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三

五
年
に
は
資
本
金
一

O
万
円
の
株
式
会
社
に
成
長
し
た
が
、
河
川
改
修
・
鉄
道
敷
設
に
よ
っ
て
経
営
不
振
と
な
り
、
大
正
元
年
に
は
石
巻

運
送
合
資
会
社
と
合
併
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
北
上
川
水
運
は
会
社
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
営
業
内
容
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
面
が
多
い
。
そ
こ
で
、
以
下
筆
者
が
明
ら
か
に
し
え
た
明
治
期
北
上
川
水
運
の
機
構
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

岩
手
県
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
河
川
運
送
取
締
規
則
に
従
っ
て
、
明
治
一
七
年
二
月
に
は
岩
手
県
内
に
運
漕
取
扱
所
が
、
次

し
ん
ざ
ん

の
各
河
岸
に
設
置
さ
れ
て
い
た

(

4

)

。
新
山
河
岸
(
現
在
盛
岡
市
)
・
花
巻
・
黒
沢
尻
河
岸
(
現
在
北
上
市
)
・
下
川
原
(
現
在
江
刺
市
)

も

く

ろ

ぎ

と

ぜ

ん

じ

う

寸

ぎ

3

・

目

呂

木

(

現

在

前

沢

町

)

・

狐

禅

寺

(

現

在

一

関

市

)

・

薄

衣

-
跡
白
井
と
中
袋
ハ
5
〉
(
現
在
水
沢
市
)

-
柵
ノ
瀬
(
現
在
一
関
市
)

(
現
在
川
崎
村
γ
)

-
七
日
町
(
現
在
藤
沢
町
)



こ
れ
ら
の
運
漕
取
扱
所
は
、
各
河
岸
の
運
漕
営
業
人
の
組
合
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
頭
取
一
名
が
公
選
さ
れ
る
。
頭
取
は
運
漕
取
扱
所

の
全
責
任
を
負
い
、
支
町
人
一
名
を
任
ず
る
権
限
を
も
っ
。
頭
取
の
任
期
は
、
満
二
年
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
運
漕
取
扱
所
聞
に
輸
送
運
賃
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
輸
送
運
賃
は
上
航
・
下
航
に
区
別
さ
れ
、
上
航
は
下
航
よ
り
も
約
二

割
程
度
高
い
。
運
賃
の
種
類
は
、

-
荷
物
一
駄
(
一
駄
四

O
貫
目
)

-
乗
客
運
賃
(
三
歳
未
満
無
賃
、
三
歳

一
般
雇
切
(
一

O
O石
積
)

ー一

O
歳、

一
O
歳
以
上
)
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
期
氷
川
及
び
夏
期
酒
水
の
場
合
は
、
上
航
下
航
と
も
一
割
五
分
な
い
し
同

割
ま
で
の
増
賃
が
、
第
一
三
条
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
て
い
る
(
6
Y

第
一

O
条
で
は
、
各
運
漕
取
扱
所
と
石
巻
と
の
区
聞
に
お
け
る
所
要
日
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
所
要
日
数
は
四
月
i
一
O
月
・
-
一

55 黒沢尻河岸からみた明治期北上川水運

月

l
一
一
一
月
に
区
別
さ
れ
、
冬
季
の
方
が
日
数
が
か
か
る
。
た
と
え
ば
、
黒
沢
尻
河
岸

l
石
巻
間
の
所
要
日
数
は
、
夏
季
で
は
上
航
一
三
日

-
下
航
三
日
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
冬
季
で
は
上
航
一
八
日
・
下
航
四
日
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
夏
季
に
比
べ
冬
季
に
は

上
航
で
約
五
日
・
下
航
で
約
一
日
余
計
に
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
狐
禅
寺
河
岸
よ
り
上
流
の
運
漕
取
扱
所
か
ら
の
場
合
で
、

下
流
で
は
上
航
で
一
日
か
ら
二
日
・
下
航
で
約
一
日
余
計
に
か
か
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
一
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
運
漕
取
扱
所
が
、
岩
手
県
内
に
一
一
ケ
所
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
漕
取
扱

所
に
対
す
る
石
巻
に
お
け
る
輸
送
物
資
の
取
次
を
、
岩
手
組
・
の
ち
に
北
上
廻
漕
会
社
が
担
当
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
7
〉。

そ
こ

で
、
次
に
黒
沢
尻
河
岸
の
機
構
の
変
選
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

黒
沢
尻
河
岸
の
開
設
は
、
承
応
期
頃
だ
と
渡
辺
信
夫
は
推
測
し
て
い
る
ハ
8
u
。

藩
政
期
の
黒
沢
尻
河
岸
は
、

江
戸
廻
米
輸
送
の
拠
点
の

お

ぐ

り

ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
請
積
換
河
岸
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
。
盛
岡
藩
で
は
、
新
山
河
岸
!
黒
沢
尻
河
岸
聞
に
小
繰
船

ひ
ら
た

(一

O
O俵
積
)
を
使
用
し
、
黒
沢
尻
河
岸

l
石
巻
聞
に
は
主
に
締
船
(
三
一
五

O
俵
積
)
を
使
用
し
た
。
こ
の
た
め
。
黒
沢
尻
河
岸
に
は
翻
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黒沢尻河岸における移出入額の年次変化

(資料) 11岩手県統計書』国立公文書館

(注) 明治16年・ 17年・ 20年・ 21年は，資料なし

21 18 15 12 24 (年)21 18 

図 1

15 12 

勝
奉
行
が
派
遣
さ
れ
、

艦
船
の
造
船
所
も
設
置
さ

れ
て
い
た
(
9
)
。

相
当
多
く
の
船
頭

河
岸
に
は
、

-
水
主
・
船
大
工
が
居
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。明

治
期
の
黒
沢
尻
河
岸
に
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
運
漕
取
扱
所
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治

年
に
は
運
漕
取
扱
所
の
組
織
か
ら
分
離
し
た
ら
し

ぃ
。
こ
の
時
の
運
漕
営
業
人
は
、
六
六
名
を
数
え

る
。
運
漕
営
業
人
と
は
船
持
層
で
あ
り
、
船
問
屋

も
い
れ
ば
商
人
も
お
り
ま
た
船
頭
も
い
た
白
〉
。

黒
沢
尻
河
岸
に
船
籍
を
置
く
船
は
、
八

O
石
か

ら
一
一
ニ

O
石
積
が
主
で
あ
っ
た
。
岩
手
県
令
島
惟

精
が
明
治
一

O
年
利
根
川
の
高
瀬
船
を
普
及
す
ベ

く
造
船
工
を
招
き
建
造
し
た
た
め
、

一O
O石
積

の
高
瀬
船
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
立
)
。

し
か
し
、
黒
沢
尻
河
岸
で
は
す
で
に
明
治
六
年

か
ら
八
年
に
か
け
て
、

一
O
O石
積
前
後
の
船
が
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黒沢尻河岸移入品の比較

明治17年 明治23年

品名 価格 出荷地 品名 価格 出荷地

古 着 7.589円 東京・大阪 古 着 9，650円 東京・大阪・京都

洋薬種 411 東京 薬 種 5，000 東京・横浜

和薬種 31 11 砂 糖 3，725 東京

砂 糖 2，423 同 葉煙草 2，000 横浜・仙台

煙 草 540 水戸 煙 草 1，200 水戸・赤間関

土 管 3，100 尾張

洋 沼 12 石巻 洋 酒 2，600 東京・横浜

石(炭)油 1，362 東京・石巻 石(炭)油 2，000 東京

魚 類 70 石巻 魚 類 1，800 北海道

太 物 2，703 東京・大阪 呉服太物 1，200 東京

繰 綿 538 東京 繰 綿 1，000 同

木綿品 976 同 木 綿 1，175 同

食 塩 881 石巻 食 塩 1，100 仙台

陶 器 368 相馬・東京・石巻 陶 器 800 東京。相馬・尾張

金 米糖 231 東京 莱 子 750 東京

小間物 274 同 小間物 550 同

表 1

明治17年は，

蔵

明治23年は，田中啓爾 (1957)If'塩および魚の移入』路古今書院 P.58

-P.59の表から，価格j慣に配列し直したものである。

「商品船舶輸出入帳」より集計した。北上市立博物館所(資料)

一
O
か
ら
一
五
鰻
づ
っ
造
船
さ
れ
て
い

た
。
造
船
の
時
期
は
、

一
O
月
か
ら
翌
年

の
一
月
に
か
け
て
の
冬
季
に
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
造
船
さ
れ
た
船

は
、
約
一

O
年
ぐ
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
た

場
合
が
多
い

2
)。

以
上
の
よ
う
に
、
黒
沢
尻
河
岸
で
は
明

治
一
七
年
か
ら
少
な
く
と
も
明
治
二
三
年

ま
で
、
運
漕
営
業
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
運
漕
取
扱
所
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
運
漕
取
扱
所
時
代
、

こ
の
前
後
の
時
期
に
お
け
る
輸
送
物
資
の

年
次
変
化
を
次
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た

し、。

輸
送
物
資
の
年
次
変
化

黒
沢
尻
河
岸
に
お
け
る
移
出
入
額
の
年
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次
変
化
を
図
一
に
示
し
た
。
図
は
『
岩
手
県
統
計
書
』
か
白
作
成
し
た
が
、
明
治
一
二
年
以
前
と
明
治
一
六
年
・
二

O
年
・
二
一
年
は
統

計
資
料
、
が
な
い
白
υ
。
し
か
し
、
図
一
に
よ
っ
て
鉄
道
開
通

(
明
治
二
二
年
一
一
月
に
盛
岡
ま
で
開
通
)

ま
で
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。移

出
入
額
の
年
次
変
化
に
つ
い
て
、
図
一
か
ら
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω明
治
一
五
年
ま
で
の
移
出
額
の
増
加
は
、
不
換
紙
幣
乱
発
に
よ
っ
て
起
き
た
米
価
の
暴
騰
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

∞
明
治
二
ハ
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
の
移
出
額
・
移
入
額
と
も
の
減
少
は
、
松
方
デ
フ
レ
の
時
期
と
一
致
す
る
。

ω明
治
二
二
年
に
は
、
移
出
入
額
は
上
昇
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
明
治
二
二
年
の
東
北
線
開
通
に
よ
っ
て
積
荷
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
数
字

的
に
は
読
み
と
れ
る
。

黒
沢
民
河
岸
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
移
出
入
額
の
年
次
変
化
を
示
し
た
が
、
次
に
移
入
品
移
出
品
別
に
輸
送
物
資
の
変
化
を
分
析

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
移
入
品
に
つ
い
て
は
、
表
一
に
明
治
一
七
年
と
二
三
年
の
移
入
品
と
価
格
と
出
荷
地
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
示
し
た
。
明
治
一

七
年
に
つ
い
て
は
一
年
分
の
「
商
品
船
舶
輸
出
入
帳
」
か
ら
筆
者
が
集
計
し
た
数
字
で
あ
る

2
ヨ
ま
た
、

明
治
二
三
年
に
つ
い
て
は
、

田
中
啓
爾
の
著
書
か
ら
岩
手
県
統
計
書
の
数
字
を
示
し
た
(
担
。

こ
の
両
年
を
比
較
す
る
と
、
明
治
一
七
年
に
古
着
・
太
物
・
木
綿
品
と
い
っ
た
衣
料
品
が
総
移
入
額
の
半
数
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し

て
、
明
治
二
三
年
に
な
る
と
衣
料
品
の
割
合
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
か
わ
り
に
、
薬
種
・
洋
酒
と
い
っ
た
外
国
製
商
品
の
移
入
が
顕

著
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
表
一
に
は
主
要
な
移
入
品
を
示
し
た
が
、

ほ
か
に
は
少
量
で
あ
る
が
み
か
ん
や
さ
つ
ま
い
も
と
い
っ
た

東
北
地
方
に
は
な
い
作
物
も
移
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衣
料
品
や
砂
糖
・
食
塩
等
の
生
活
必
需
品
が
大
半
を
占
め
る
も
の
の
、



晴
好
品
の
移
入
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
移
入
品
の
出
荷
地
を
比
較
す
る
と
、
外
国
製
商
品
の
出
荷
地
横
浜
の
ほ
か
に
、
陶
器
は
尾
張
か
ら
、
煙
草
は
赤
間
関
(
下
関
の

旧
名
)
か
ら
と
い
っ
た
よ
う
に
、
出
荷
地
が
全
国
的
規
模
に
拡
が
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
一
七
年
と
二
三
年
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
移
入
品
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
次
に
黒

沢
尻
河
岸
か
ら
移
出
さ
れ
た
物
資
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

移
出
品
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
『
岩
手
県
統
計
書
』
を
見
る
限
り
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。
主
要
な
移
出
品
を
あ
げ
れ
ば
、
米
・
荒
銅
・

大
豆
・
麻
布
・
畳
表
・
粟
・
明
麻
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
一
七
年
・
一
八
年
・
二
二
年
に
は
、
生
糸
が
大
量
に
移
出
さ
れ
て
い
る
。

黒沢尻河岸からみた明治期北上)1¥水運

米
の
集
荷
圏
に
つ
い
て
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、

明
治
一
七
年
で
は
花
巻
か
ら
も
米
が
黒
沢
尻
河
岸
に
送
ら
れ
て
い
る
(
き
。

お
そ
ら

く
は
、
落
政
時
代
の
集
荷
圏
と
ほ
ぼ
同
様
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
荒
銅
は
、
西
和
賀
地
方
の
銅
山
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
大
豆
・
麻
布

・
畳
表
・
栗
・
胡
麻
は
、
和
賀
郡
の
農
産
物
及
び
農
産
加
工
品
で
あ
る
。
米
・
荒
銅
・
大
豆
・
麻
布
・
畳
表
は
、
石
巻
か
ら
仙
台
・
東
京

へ
移
出
さ
れ
た
。
粟
は
、
石
巻
あ
る
い
は
盛
岡
へ
移
出
さ
れ
て
い
る
。
胡
麻
は
、
盛
岡
へ
移
出
さ
れ
た
。
な
お
、
移
出
先
は
、
明
治
一
七

年
の
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。

移
出
品
別
に
移
出
額
の
年
次
変
化
を
追
え
ば
、

『
岩
手
県
統
計
書
』
に
よ
っ
て
見
る
限
り
、
次
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
。
明
治
-
四
年

-
一
五
年
は
、
米
の
移
出
額
が
そ
の
年
の
総
移
出
額
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
米
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
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ぃ
。
し
か
し
、
明
治
一
七
年
・
一
八
年
・
二
二
年
で
は
、
米
の
移
出
額
と
生
糸
の
移
出
額
が
ほ
ぼ
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
一
七
年
・

一
八
年
・
二
二
年
に
お
け
る
総
移
出
額
に
対
す
る
米
の
移
出
額
の
割
合
は
、
三
九
パ

l
セ
γ
ト
、
四
三
パ

l
セ
シ
ト
・
三
八
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。
生
糸
が
大
量
に
移
出
さ
れ
た
年
は
、
米
の
比
重
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
表
一
に
示
L
た
移
出
額
の
年
次
変
化
と
比
較
L
て
考
え
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図 2 新山河岸・黒沢尻河岸・狐禅寺河岸における移出額の割合(明治14年)

(資料) W岩手県統計書~ (国立公文書館)



て
み
る
と
、
米
の
価
格
が
高
か
っ
た
年
に
は
米
の
移
出
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
米
の
価
格
が
低
く
な
る
と
米
の
移
出
が
押
え
ら
れ
、

か
わ
り

に
生
糸
が
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
治
一
五
年
の
米
一
石
あ
た
り
の
価
格
は
八
・
三
円
で
あ

り
、
明
治
一
七
年
に
な
る
と
三
・
八
円
と
米
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
(
立
。

し
か
し
、

横
手
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
生
糸
が

い
か
な
る
経
過
に
よ
っ
て
黒
沢
尻
河
岸
か
ら
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
調
査
不
足
で
あ
る
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
黒
沢
尻
河
岸
に
お
け
る
移
出
品
別
の
移
出
額
の
変
化
を
み
て
き
た
が
、
次
に
他
の
河
岸
と
の
移
出
品
に
よ
る
比
較
に

よ
っ
て
黒
沢
尻
河
岸
の
特
色
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

図
二
は
、

「
岩
手
県
統
計
書
」
よ
り
明
治
一
四
年
の
新
山
河
岸
・
黒
沢
尻
河
岸
・
狐
禅
寺
河
岸
の
移
出
額
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ

黒沢尻河岸からみた明治期北上川水運

る
。
厳
密
に
は
、
新
山
河
岸
・
狐
禅
寺
河
岸
に
お
け
る
移
出
品
と
移
出
額
の
変
化
ま
で
追
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
本
稿
で
は
黒
沢
尻
河
岸

に
限
定
し
た
た
め
に
差
し
控
え
た
。
明
治
一
四
年
を
指
標
と
し
た
の
は
、
各
河
岸
の
移
出
品
を
比
較
し
て
特
徴
的
な
年
と
判
断
し
た
か
ら

で
あ
る
。

図
二
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
新
山
河
岸
は
銅
の
移
出
に
特
色
が
あ
り
、
狐
禅
寺
河
岸
で
は
生
糸
の
移
出
に
特
色
が
あ
る
。
新
山
河

岸
に
移
出
さ
れ
る
銅
は
、
尾
去
沢
銅
山
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
狐
禅
寺
河
岸
に
集
め
ら
れ
る
生
糸
は
、

一
関
周
辺
の
農
村
部
か
ら
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。
明
治
期
に
は
、
薄
衣
に
お
い
て
も
氾
濫
原
に
桑
を
盛
ん
に
植
え
た
と
い
う

av

こ
の
よ
う
に
、
黒
沢
尻
河
岸
で
は
米
価
高
騰
の
時
期
に
は
米
の
移
出
が
高
い
比
重
を
占
め
、
松
方
デ
フ
レ
政
策
以
後
は
米
と
横
手
か
ら

の
生
糸
が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
黒
沢
尻
河
岸
に
お
け
る
輸
送
物
資
の
年
次
変
化
と
移
出
品
に

よ
る
黒
沢
尻
河
岸
の
特
色
を
示
し
て
き
た
が
、
次
に
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
把
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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一一総移入額
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一同総移出額
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水
運
活
動
の
季
節
的
変
化

水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
把
え
る

た
め
に
、
黒
沢
尻
河
岸
運
漕
取
扱
所
の

「
商
品
船
舶
輸
出
入
帳
」
を
資
料
と
し

た。

「
商
品
船
舶
輸
出
入
帳
」
は
、
明

9 

黒沢尻河岸における月別移出額・移入額の変化

(明治17年)

(資料) r商品船舶輸出入帳」北上市立博物館

(注) 米の移出額について，表2を参照

治
一
七
年
・
一
入
年
・
一
九
年
・
二

O

年
の
分
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
明

治
一
八
年
は
七
月
か
ら
戸
二
月
ま
で
、

明
治
一
九
年
は
六
月
ま
で
の
半
年
分
、

明
治
二

O
年
は
一
月
か
ら
三
月
分
ま
で

し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
命
〉
。
こ
れ
ら

に
対
し
て
、
明
治
-
七
年
の
分
は
、

お
り
、
ま
た
幸
い
に
も
一
月
分
の
集
計
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
年
間
の
輸
送
物
資
の
動
向
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
明

月
か
ら
-
二
月
ま
で
完
全
に
残
さ
れ
て
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図 3

治
-
七
年
の
「
商
品
船
舶
輸
出
入
帳
」
を
集
計
し
て
、
月
別
の
移
出
額
・
移
入
額
の
変
化
を
図
三
に
示
し
た
。

一
月
別
、
の
移
出
額
・
移
入
額
は
、
月
に
よ
っ
て
変
化
の
幅
が
著
し
く
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
図
三
は
半
対
数
グ
ラ
フ
と
し
た
。
ま
ず
、
移



出
額
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。
移
出
額
は
、
三
月
・
四
月
に
急
上
昇
し
、
七
月
・
八
月
に
一
度
下
が
っ
た
後
一
一
月
・
二
一
月
に
再
び
急

上
昇
し
て
い
る
。
移
入
額
は
、
移
出
額
ほ
ど
著
し
い
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
移
入
額
・
移
出
額
と
も
に
、
月
別
の
変
化
の
傾
向
は
似
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
、
移
出
額
・
移
入
額
の
月
別
の
変
化
が
な
ぜ
超
る
の
か
を
考
え
る
の
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

黒沢尻河岸からみた明治期北上川水運

ま
ず
移
出
額
の
急
上
昇
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

移
出
額
の
変
化
と
と
も
に
、
図
三
に
は
米
の
移
出
額
の
変
化
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
移
出
額
の
変
化
は
、

そ
の
七

O
パ
I
セ
γ
ト
か
ら
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
米
の
移
出
額
の
変
化
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
七
月
に
は
、
米
は
移
出
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
移
出
額
も
低
い
。
ま
た
、
第
二
の
ピ

I
グ
と
な
る
一
一
月
は
、
米
の
移
出
額
も
上
昇
し
て
い
る
が
、
加
え
て

生
糸
の
移
出
額
が
四

O
、
0
0
0円
と
な
っ
て
い
る
0

・
-
一
月
ま
で
、
生
糸
の
移
出
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、

額
が
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

一
一
月
は
生
糸
の
移
出

一
一
一
月
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
七
年
に
お
け
る
月
別
の
移
出
額

の
変
化
は
、
米
の
移
出
額
の
変
化
に
比
例
し
な
が
ら
、

一
一
月
・
一
二
月
に
生
糸
が
大
量
に
移
出
さ
れ
る
た
め
に
、

一
一
月
に
極
大
と
な

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
れ
に
対
L
て
、
移
入
額
の
変
化
は
古
着
の
移
入
額
が
占
め
る
割
合
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
入
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
で
あ

る
。
三
月
に
移
入
額
が
極
大
と
な
る
の
は
、
東
磐
井
郡
か
ら
秋
田
へ
製
塩
が
九
、

0
0
0円
分
送
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
七
年
に
お
け
る
黒
沢
尻
河
岸
で
は
、
秋
田
と
り
わ
け
横
手
地
方
と
の
取
り
引
き
が
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
、
移
出
額
・
移
入
額
の
年
次
変
化
で
述
べ
た
よ
う
に
、
松
方
デ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
米
の
価
格
が
下
落
し
た
後

の
現
象
で
あ
る
。
よ
り
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
移
出
額
・
移
入
額
を
月
別
に
集
計
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も
変
化
が
著
し
い
点
で
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あ
る
。
こ
れ
は
、
黒
沢
尻
河
岸
の
人
々
の
生
活
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
水
運
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
点
だ
と
思
う
。
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そ
こ
で
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。

移
出
額
・
移
入
額
が
月
別
に
著
し
く
変
化
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
点
は
、
輸
送
物
資
の
価
格
の

変
動
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
北
上
川
の
自
然
的
性
質
と
の
関
連
で
あ
る
。

ま
ず
、
輸
送
物
資
の
価
格
の
変
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
指
標
と
し
て
は
、
黒
沢
尻
河
岸
の
移
出
品
の
う
ち
で
、
移
出
額
で

高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
米
を
選
ん
だ
。
表
二
は
、
米
価
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
よ
り
も

八
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
の
方
が
米
価
が
高
い
。
し
か
し
、
米
の
移
出
量
は
三
月
・
四
月
・
五
月
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
米
価
の

高
い
時
期
を
選
ん
で
米
の
移
出
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
も
う
少
し
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
米
の
移
出
が
米
価
の
変
動
と
の
関
連
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
三
月
・
四
月
・
五
月
に
米
が
集
中
的
に
移
出
さ
れ

黒沢尻河岸における米価の変動

(明治11年)

表2

月岡山格(B)|(B)/(A1

1 I 550石 1，848円 3.36円

2 130 474 3.65 

3 4，477 17，000 3.80 

4 2，460 9，225 3.75 

5 1，190 4，641 3.90 

6 230 840 3.65 

7 一 一
8 27 108 4.00 

9 20 84 4.20 

10 35 166 

11 350 1，470 4.20 I 

12 540 2，700 

|附ωI38，556 I 
(資料)f商品船舶輸出入」帳明17治年分

北上市立博物館所蔵

た
原
因
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
第
二
点
を
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
北
上
川
の
自
然
的
性
質
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

北
上
川
の
自
然
的
性
質
の
な
か
で
も
、
水
位
の
年
変
化
が

水
運
活
動
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
。
そ
こ
で
、
北
上
川
の

水
位
の
年
変
化
を
調
べ
た
。
図
四
は
、
昭
和
八
年
・
九
年
・

一
O
年
に
お
け
る
月
別
平
均
の
量
水
標
水
位
の
変
化
で
あ

る
。
北
上
川
に
お
け
る
水
位
測
定
の
資
料
は
、
昭
和
八
年
か

ら
保
存
さ
れ
て
い
る
。
低
水
工
事
は
す
で
に
行
わ
れ
て
お
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1m 
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図 4

り
、
水
位
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
月
別
の
水
位
の
変
化
は
そ
れ
程
変
わ
っ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
コ
一
年
間
分
調
べ
た
の
は
、
年
に
よ

っ
て
水
位
の
変
化
に
差
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
昭
和
八
年
は
渇
水
の
年
、
昭
和
九
年
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
が
襲
っ
た
年
の
よ
う

に
思
う
。
昭
和
一

O
年
は
、

ほ
ぽ
平
均
的
な
水
位
の
変
化
を
示
し
て
い
る
年
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
昭
和
一

O
年
を
例
に
北
上
川
の
水
位
の
年
変
化
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
二
月
ま
で
は
、
冬
の
渇
水
期
で
年

に
よ
っ
て
は
結
水
す
る
こ
と
も
あ
る
。
一
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
融
雪
水
が
流
出
す
る
た
め
に
水
位
が
著
し
く
上
昇
す
る
。
し
か
し

六
月
頃
に
な
る
と
融
雪
水
も
終
わ
り
、
支
流
で
は
濯
液
用
水
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
水
位
も
下
降
す
る
。
こ
の
渇
水
期
を
過
ぎ
る
と
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
る
降
雨
に
よ
っ
て
水
位
は
再
び
上
昇
す
る
。
そ
し
て
、

一
一
月
頃
か
ら
降
雪
期
と
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
北
上
川
に
お
け
る
水
位
の
年
変
化
は
、
水
運
活
動
に
あ
る
程
度
の
規
制
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
黒
沢
尻
河
岸
に
お
け
る
米
の
移
出
は
、
三
月
・
四
月
・
五
月
に
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
水
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位
と
の
関
係
で
み
る
な
ら
ば
、
春
の
融
雪
水
を
利
用
し
て
米
の
移
出
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
移
出
額

-
移
入
額
が
五
月
・
六
月
・
七
月
に
低
い
の
は
、
北
上
川
が
渇
水
の
時
期
で
あ
っ
た
た
め
に
大
量
の
輸
送
物
資
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

一
一
月
・
二
一
月
に
移
出
額
移
入
額
が
高
い
の
は
、
明
治
一
七
年
は
例
年
に
比
べ
冬
の
渇
水
期
が
訪

れ
る
の
が
遅
か
っ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
月
別
の
移
出
額
・
移
入
額
の
変
化
を
水
位
の
年
変
化
と
の
関
連
で
説
明
を
加
え
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
結
論
づ

け
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
。
さ
ら
に
綿
密
な
分
析
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
詳
し
く
触
れ
な
か
っ
た
が
、
米
価
の
変
動
と
い
っ
た
経
済

的
な
問
題
に
つ
い
て
も
よ
り
厳
密
な
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
分
析
す
る
こ
と

は
、
水
運
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
お
く
。

お

わ

り

明
治
期
に
お
け
る
岩
手
県
内
の
河
岸
に
は
、
運
漕
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
輸
送
物
資
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
た
。
黒
沢
尻
河
岸
に

お
い
て
も
、
明
治
一
七
年
か
ら
少
な
く
と
も
明
治
二
三
年
ま
で
は
運
漕
取
扱
所
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
運
漕
取
扱
所
時
代
の
黒
沢
尻
河

岸
を
対
象
に
、
輸
送
物
資
の
年
次
変
化
と
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
分
析
し
た
。
輸
送
物
資
の
年
次
変
化
に
つ
い
て
は
、
松
方
デ
フ
レ

前
後
の
物
価
変
動
と
の
関
連
で
把
え
た
う
え
で
、
黒
沢
尻
河
岸
の
特
色
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
で
は
、

月
別
の
物
価
変
動
よ
り
も
む
し
ろ
北
上
川
に
お
け
る
水
位
の
年
変
化
と
の
関
連
で
把
え
て
み
た
。

本
稿
で
意
図
し
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
で
あ
る
。
従
来
の
水
運
史
研
究
で
は
、
河
川
の
自
然
的
性
質
を

等
閑
視
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
河
川
の
自
然
的
性
質
を
誇
張
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
河
川
の
自
然
的
性
質
を
無
視
す
る
こ



と
は
で
き
な
い
点
を
指
摘
し
た
か
っ
た
。
水
運
活
動
の
実
態
を
把
え
る
た
め
に
は
、
水
運
活
動
の
季
節
的
変
化
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
従
来
の
水
運
研
究
へ
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

付
記

日
頃
御
指
導
を
賜
わ
っ
て
い
る
菊
地
利
夫
先
生
が
、
昭
和
五
四
年
度
を
も
っ
て
退
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
御
慈
愛
深
い
問
先
生
に
感
謝
を
申
し

上
げ
、
こ
こ
に
さ
さ
や
か
な
筆
者
の
論
文
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
第
二
二
回
歴
史
地
理
学
会
大
会
(
昭
和
五
四
年
五

月
)
に
お
い
て
発
表
し
た
。
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